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三浦半島には，新⽣生代新第三紀の地層に認められる⽕火⼭山活動の痕跡，海底地す
べりの証拠や褶曲・断層などのダイナミックな変形，地震と防災にかかわる活
断層など，貴重なジオサイトが沢⼭山あります．そこで，今回⼤大学院の授業の⼀一
環として，従来より学⽣生の巡検地として訪れていた三浦半島について，三浦市
と横須賀市内の10エリアを選定し，現地取材を⾏行行いながら，各エリアごとの重
要なジオサイト数カ所の解説⽂文の作成を課題としました．その成果を，教室の
ホームページで公開します．選定箇所や説明⽂文などで，まだまだ不⼗十分な点も
あるかと思いますが，将来三浦半島のジオパーク構想が芽⽣生えた時に，役に⽴立立
つことができれば幸いです．なお，院⽣生の専⾨門が地質学であることから，地質
に偏ったサイト選定になっていることをお断りしておきます．	
  



三浦半島（横須賀市・三浦
市）の地質の⾒見見どころとし
て，10エリアを選別，取材
しました．	
  

各エリアに1-2名ずつ担当
で，⼤大学院⽣生12名の取材結
果をまとめました．	
  

それでは，⾐衣笠エリアから
反時計回りに観⾳音崎エリア
までを順に紹介します．	
  

なお，私たちの取材地域で
他にも良いエリアやジオサ
イトがあると思いますので，
漏れた場所やお気づきの点
がありましたら，連絡いた
だければ，検討いたします．	
  

連絡先：⾼高⽊木秀雄	
  
hideo@waseda.jp	
  

地質調査所「東京湾とその周辺地域の地質図」より	




1.	
  ⾐衣笠エリア�
藤原 　統（堆積学研究室）	
  

いまから約２千万年前の海底でつくられた三浦半島の地層の中に，蛇紋岩や⽞玄武岩などの
特異な岩⽯石がブロック状に分布するところがあります．この場所は，千葉県の鴨川へと連
続する葉⼭山ー嶺岡構造帯と呼ばれている地帯の⼀一部で，海底で固体のまま貫⼊入した蛇紋岩
や，今から約４-５千万年前に海底で流出した⽞玄武岩などから構成されます．	
  



ジオサイト1-1	


ジオサイト1-2	


⾐衣笠エリアのジオサイトマップ	
  

国⼟土地理院発⾏行行1/25,000	
  地形図「横須賀」より	
  



1-1	
  ⾐衣笠駅前の蛇紋岩ブロック	
  

住宅街ですので，迷惑にならないよ
うに⾒見見学しましょう．また，蛇紋岩
はもろく崩れやすいため，⾒見見学の際
には頭上に⼗十分注意しましょう.	
  

 　⾐衣笠駅南⼝口徒歩５分の住宅街には，タイ
トルの写真に⽰示すように巨⼤大な緑がかった
岩⽯石が存在します．この岩⽯石は蛇紋岩とい
う岩⽯石で，かんらん岩というマントルを構
成する岩⽯石が熱⽔水の影響で変質してできる
ものです．かんらん岩に⽔水が加わると周囲
の岩⽯石より軽くなり，浮⼒力力で底まで固体の
まま移動します．その際に破砕されますの
で，岩⽯石は⾓角礫のようにばらばらになりま
す（写真）． 　	
  
 　また，その中につるつるした光沢のある
⾯面が⾒見見られます．これは地中から上昇する
ときに磨かれてできた，鏡肌（かがみは
だ）と呼ばれるものです．鏡肌に，こすれ
合ったときにできる線状の模様（条線）も
あります．ぜひ探してみましょう.	
  

蛇紋岩ブロックと鏡肌	
  



1-2	
  枕状溶岩	
  
 　平作川の中のコンクリートで仕切られた	
  
分を注⽬目しましょう．露頭を⾒見見るとつぶれ	
  
た球形の割れた岩⽯石の姿が⾒見見えます．俵や	
  
枕が重なった姿に似ていることから，枕状	
  
溶岩と呼ばれています．約4,500万年前に	
  
深海の海底⽕火⼭山の噴⽕火によって流出した溶	
  
岩で，三浦半島では最も古い岩⽯石です．	
  
 　溶岩の塊が⽔水中で冷やされるとき，外側	
  
から冷え固まります．しかし内部は⾼高温の	
  
溶岩のままなので外側の殻が割れてしまい	
  
ます．これをくりかえし，最終的に全て固	
  
まって枕状溶岩ができます．断⾯面をみると，	
  
放射状に割れているのも特徴です．	
  
 　枕状溶岩は溶岩の垂れ具合から形成時	
  
の上下が分かったり，形成された場所が⽔水	
  
底であったことの証明になるなど，地質学	
  
的に重要です．ぜひ注⽬目してみましょう. 　	
  

枕状溶岩の放射状割れ⽬目	
  

枕状溶岩の露頭	
  

横須賀市天然記念物	
  



2.	
  佐島エリア	
  
⽣生野賢司（古環境科学研究室）	
  

海岸植物の通り抜け（天神島）	
  

 　岩⽯石が作る⼤大地の景観は，⾵風化・浸⾷食といった作⽤用だけでなく，⽣生物の活動によっても
様々に変化します．ここ佐島は，多くの動植物を育む潮だまりや，地元で採掘される岩⽯石
を利⽤用した⽯石垣などを通して，私たちが暮らす⼤大地とそこに⽣生息する⽣生物の営みが深く関
わっていることを⽬目の当たりにすることができるエリアです．	




国⼟土地理院発⾏行行1/25,000	
  地形図「秋⾕谷」より	
  

佐島エリアのジオサイトマップ	
  

ジオサイト2-1	


ジオサイト2-2a	


ジオサイト2-2b	


ビジターセンター	
ジオサイト2-3	


ジオサイト2-4	




2-1.	
  佐島隧道ジオサイト：佐島⽯石の⽯石切場	
  

 　佐島隧道（ずいどう）の北東側⼊入⼝口付近
から北側を⾒見見上げると，幾何学的な凹凸の
ある崖を⾒見見学することができます．これは
⽯石切場の跡です．このあたりで採れる⽯石材
は三浦層群の⽕火砕質岩（かさいしつがん；
⽕火⼭山活動で噴出した⽕火⼭山灰や礫などを多く
含む岩⽯石）でできており，佐島⽯石と呼ばれ
て親しまれています．佐島⽯石は江⼾戸時代か
ら盛んに採⽯石され，三浦半島の⻄西岸では墓
⽯石や⽯石垣などに広く利⽤用されてきました．
佐島⼀一帯では現在でも多くの⽯石材店が営業
しており，この付近の町のあちこちで佐島
⽯石をみかけることができます（東蔵寺周辺
など）．	
  

危険ですので崖には近づき	
  
すぎないようにしてください．	
  

道路を挟んで向かい側から撮影した	
  
⽯石切場の様⼦子	
  



2-2.	
  東蔵寺ジオサイト：三崎層中の化⽯石	
  

 　 　県道213号線沿いにある駐⾞車車場脇の露頭
では，今からおよそ500万年前に堆積した三
崎層と呼ばれる地層の中に含まれる，サンゴ
の化⽯石や⾙貝の化⽯石を観察することができます．	
  
 　皆さんがよく知っているサンゴや⾙貝と種類
は同じなのか，違っているのか，近づいて⾒見見
てみましょう．	
  

参考⽂文献：平⽥田⼤大⼆二ほか,	
  2012,	
  神奈川博調査研
報（⾃自然）. 　	
  

通⾏行行⼈人の⽅方や⾃自動⾞車車の邪魔になら
ないように観察してください．	
   サンゴの化⽯石	
  



2-2	
  東蔵寺周辺：佐島⽯石の⽯石垣	
  

 　このあたりでは，佐島⽯石を利⽤用して造ら
れた⽯石垣を⾒見見ることができます．この⽯石垣
の中には，スコリアと呼ばれる⿊黒い⽕火⼭山噴
出物が多く含まれています．このスコリア
を近づいて観察すると，⼩小さな⽳穴がたくさ
ん空いているのがわかります．この⽳穴は，
⽕火⼭山が噴⽕火した際にマグマの中に含まれて
いたガスや⽔水が抜け出たことによりできた
ものです．	
  

通⾏行行⼈人の⽅方や⾃自動⾞車車の邪魔になら
ないように観察してください．	
   ⿊黒いスコリアが

多い部分	
  



2-3.	
  天神島：三崎層と海岸の動植物	
  
 　天神島は，今からおよそ500万年前に⽕火⼭山灰な
どが海底に堆積してできた三崎層という地層でで
きています．そしてこの三崎層の凝灰岩（⽕火⼭山灰
などが押し固められてできた岩⽯石）が海⽔水や，⾵風
に運ばれた砂に削られた結果，現在海岸で⾒見見るこ
とのできる起伏に富んだ地形ができました．	
  
 　天神島は気候が温暖なうえ，森林・草地・砂
浜・岩場といった様々な環境が狭い範囲に存在し
ているため，ハマオモト（ハマユウ）などの海岸
植物が多く⾒見見られることで知られています．	
  
 　海岸の起伏に富んだ地形には，⼲干潮時に潮だま
り（タイドプール）ができ，⾙貝・カニなど多くの
動物を観察することができます．何種類の⽣生き物
が⾒見見つかるか，海岸を歩いて探してみましょう．	
  

天神島臨海⾃自然教育園の開園時間	
  
4⽉月~9⽉月:	
  9:00~17:00	
  
10⽉月~3⽉月	
  :	
  9:00~16:30	
  

三崎層の凝灰岩と潮だまり	
  

ハマヒルガオ	
  

マツバガイと	
  
カメノテ	
  神奈川県指定名勝天然記念物・横須賀⾵風物百選	
  



2-4.	
  秋⾕谷：⽮矢部層が作る景勝地	
  

 　海岸近くにそびえ⽴立立つこの奇岩は，⽴立立⽯石と呼ばれてい
ます．この近くの岩⽯石をよく⾒見見てみると，天神島で⾒見見ら
れる⿊黒っぽい岩⽯石とは違って茶⾊色い岩⽯石でできており，
⽩白い鉱物の脈がたくさん⼊入っていることもわかります．
天神島の地層は今からおよそ500万年前に堆積した三浦
層群の三崎層であるのに対して，このあたりの地層は今
からおよそ1200万年前に堆積したもので，葉⼭山層群の
⽮矢部層という地層です．三浦半島には南北⽅方向に何列も
の様々な地質体が分布しており，天神島とここ秋⾕谷のよ
うに少し移動しただけでも全く⾒見見た⽬目の異なる岩⽯石を観
察できることがあります．	
  

かながわの景勝50選	
  
横須賀⾵風物百選	
  
横須賀市指定市⺠民⽂文化遺産	
  



3.	
  荒崎エリア�
間杉	
  友亮（古環境科学研究室）	
  

荒崎公園の地層は1200年前につくられた岩⽯石からなっています．数百年前には，その地形
を利⽤用して先⼈人たちが居住していました．現在では，シーサイドハイキングコースとして相
模湾の景観や変化に富んだ海岸線を堪能することができます．この荒崎地域で⼈人類が⼤大地
とどのように共存してきたのかを知ることができるジオサイトです．	
  

⽇日本3⼤大⾵風景，宮城の松島のような「弁天島」	
  



荒崎エリアのジオサイトマップ	
  

国⼟土地理院発⾏行行1/25,000	
  地形図「秋⾕谷」より	
  

ジオサイト3-1	
   ジオサイト3-2	
  

ジオサイト3-3	
  



3-1.	
  展望台ジオサイト：三崎層の地質と侵⾷食	
  

	
  展望台からは相模湾の壮⼤大な海原が
⼀一望できます．眼下には三崎層の凝灰
質シルト岩とスコリア質凝灰岩が繰り
返して露出しています．この2種類の
岩⽯石は凸凹した形状になっています．
これは岩⽯石の硬軟の差によって差別侵
⾷食を受けたことによります．	
  

 　この展望台を含め，⻑⾧長く突き出して
いる台地を「城⼭山」といいます．「城
⼭山」は三浦義澄の居城である荒崎城が
あった場所で1247年宝治の乱で三浦
⽒氏が滅びた後は，佐原光盛の⼦子孫が
代々ここに居すわったといわれていま
す．	
  

かながわの景勝50選	
  

先端が崖になっ
ていますので，
近すぎないよう
にして下さい．	
  



3-2.	
  荒崎の不整合と鍵層	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  ここで⾒見見られる傾斜した地層は，凝灰
質シルト岩とスコリア質凝灰岩の互層(三
崎層)です．この地層は約1200~400万
年前の新第三紀に海底で堆積しました．
上位の褐⾊色の地層は約7~1万年前の第四
紀の関東ローム層です．この両者の間に
は約400万年の年代差があります。このよ
うに地層の年代に⼤大きなギャップがある
関係を不整合といいます．	
  

	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  また，下位の地層は傾斜していますが，
上位の地層は⽔水平であり，不整合⾯面で明
瞭に区切られています．このような関係
を傾斜不整合といいます．⼿手前に⾒見見える
地層はSoタフと呼ばれている凝灰岩であ
り，ゴマ塩のように⾒見見えるのが特徴です．
凝灰岩は広域で地層を対⽐比する際に最も
有効な地層（鍵層）です．	
  

関東ローム層	
  
約7~1万年前	
  

三崎層	
  
約1200~400万年前	
  

三崎層と関東ローム層の不整合	
  

不整合⾯面	
  



3-3.	
  ⼗十⽂文字洞ジオサイト	
  

	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  この洞窟は，波浪の侵⾷食作⽤用によって海岸の地
層にできた海⾷食洞です．⼩小さな断層や節理など周
囲より脆い部分が存在すると，侵⾷食作⽤用が速く進
むため，そこから⽳穴が形成されます．ところが，
現在この海⾷食洞は波が届かない位置に存在してい
ますが，なぜでしょうか？	
  

 　 　その理由として，海⾷食洞ができた後に，地層が
隆起したため，と考えられます．海⾷食洞内部では
２つの洞窟が交差していることから，この海⾷食洞
は「⼗十⽂文字洞」と呼ばれています．⻑⾧長浜（なは
ま）の海⾷食洞からは古代の⼟土器や⾦金金属器などが産
出しています．	
  

崖崩れがあり危険ですので，
近づかないようにして下さい．	
  



4.	
  油壷エリア�
飯塚	
  亮太（構造地質学研究室）	
  

1516年，三浦⼀一族が北条⽒氏との戦いに敗れた末に散った地として知られる油壺．この出来事が
油壺という地名の由来となったとされており，海岸には三浦⼀一族最後の当主である三浦道⼨寸の
墓も⾒見見られます．そんな油壺では海岸沿いを歩くだけで，深海で堆積した三崎層と浅い海で堆
積した初声層の両者を観察できます．のんびりと海岸沿いを歩きながら，数百万年前のこの地
の姿を考えてみましょう．	
  

荒井浜海岸	
  



油壷エリアのジオサイトマップ	
  

国⼟土地理院発⾏行行1/25,000	
  地形図「秋⾕谷・三浦三崎」より	
  

ジオサイト4-1	


ジオサイト4-2	


ジオサイト4-3	




4-1.	
  観光船乗り場	
  
京浜急⾏行行「油壷」バス停から，荒井浜⽅方⾯面に進むとハイ
キングコースがあります．海岸沿いの観光船乗り場の辺
りでは，三浦層群三崎層中のスコリア層が良く露出して
います．スコリア層とは，⿊黒っぽい⽕火⼭山噴出物が堆積し
た層のことで，このスコリア層中には，⽣生痕化⽯石，⽕火⼭山
⾖豆⽯石，スランプ構造などが観察できます．	
  

⽣生痕化⽯石とは，⽣生物の⽣生きた痕跡が岩⽯石
に残されているものを指します．ここで
は，このような放射状の模様が，ある地
層でのみ確認できます．	
  

⽕火⼭山⾖豆⽯石とは，噴⽕火に伴い，⽕火⼭山灰が⽔水
や粒⼦子に付着して空中で同⼼心円状に成⻑⾧長
したものです．そのため，中⼼心に核とな
る破⽚片が確認できるものもあります．	
  

スランプ構造とは，このように部分的に
褶曲などで乱れている堆積構造で，未固
結の地層が斜⾯面を滑り落ちる時にできる
ものです．	
  



4-2.	
  荒井浜	
  

 　写真の洞窟は海⾷食洞というもので，海
岸に⾒見見られるこのような崖に侵⾷食に弱い
箇所があった場合，その部分だけ差別的
に侵⾷食が進んでできる構造です．	
  
 　ここに⾒見見られる上の褐⾊色の層は初声層，
下の⽩白~灰⾊色の層が三崎層と呼ばれる地
層です．三崎層は，約1,000万年前~約
470万年前に⽔水深2,000	
  m以上の深海で
堆積したもの，初声層は約400万前に三
崎層よりも浅い海で堆積したものと考え
られています．	
  
 　初声層は，下位の三崎層を部分的に
削って堆積していますが，不整合なのか，
海底の侵⾷食⾯面なのか，意⾒見見が分かれてい
ます．	
  

海⾷食洞は危険のため⽴立立ち⼊入り禁⽌止となっ
ていますので，近づかないでください．	
  

三崎層	


初声層	


海食洞	




4-3.	
  マリンパークの斜交葉理	
  
荒井浜から，海岸沿いを北に進むと油壺
マリンパークの裏⼿手に出ます．ただし，
⼲干潮時でないと海岸沿いを進むことはで
きないので，注意してください．その場
合は，マリンパークの北側に続く道から，
海岸へ⾏行行くことができます．	
  

この辺りでは，海岸沿いに崖が続いてい
ます．崖は主に三浦層群初声層からなり，
初声層の特徴である斜交葉理（クロスラ
ミナ）が発達しています（写真）．斜交
葉理とは，地層の⾯面に対して斜交する地
層内の縞模様を指します．地層が流れの
ある浅い海底に堆積するときにできます．
斜交葉理の傾斜⽅方向が，堆積時の⽔水の流
れの⽅方向を知る⼿手がかりとなります．	
  



	
  5.	
  諸磯-三崎エリア�
⼯工藤	
  直樹（古環境科学研究室）�
⾦金金井	
  拓⼈人（構造地質学研究室）	
  

 　諸磯‐三崎エリアにはスコリア質砂岩と泥岩の互層から成る三崎層が分布し，様々な地質
構造が観察できます．この地層から，この地がかつて海であったことがわかります．では，
かつて海底で平らに積もったはずの地層が，どのようにして写真のように不規則な模様を作
るようになったのでしょうか．また，諸磯の海岸では，地層が地震により隆起した証拠が観
察できます．このエリアでは地層の歴史をたどりながら，海底で地層が積もってらら現在に
⾄至るまでのストーリーを考えてみましょう．国および県の天然記念物が３箇所あるのもこの
エリアの特徴です．	
  



諸磯-三崎エリアのジオサイトマップ

ジオサイト 5-5

ジオサイト 5-6

ジオサイト 5-4

ジオサイト 5-7

ジオサイト 5-3

ト

ジオサイト 5-2

ジオサイト 5-1

国⼟地理院発⾏1/25,000 地形図「三浦三崎」より



5-1. ⼆町⾕の漣痕
⼆町⾕の漣痕は神奈川県の天然記念物に

指定されています．このポイントでは，平
⾏に重な た地層の中に第1図のように波⾏に重なった地層の中に第1図のように波
模様をした地層が観察でき，この構造は漣
痕（リップルマーク）と呼ばれています．
漣痕は海底に堆積した砂や泥などの堆積物漣痕は海底に堆積した砂や泥などの堆積物
が⽔の流れによって再度削られたり堆積さ
れたりすることで形成されます．

漣痕は河川の流れように⼀⽅向の流れに
よって形成されるカレントリップルと，波
のように双⽅向の⽔の動きによって形成さ

第1図. 漣痕．

のように双⽅向の⽔の動きによって形成さ
れるウェーブリップルに分けられます（第
2図）．⼆⾕町の漣痕は断⾯が左右対称に
近いという特徴を⽰すことから，ウェーブ近いという特徴を⽰すことから，ウェ ブ
リップルだと考えられます．しかし，上に
⾶び出た部分が⽕炎構造のようにも⾒えま
すので，漣痕ではない，という考えもあり 第2図. リップルマークの分類．(a)カ

レントリップルは⽔の流れが ⽅向の， ，
ます． レントリップルは⽔の流れが⼀⽅向の

時に形成され，(b)流れが双⽅向の場合
はウェーブリップルが形成されます．県天然記念物



5-2. 海外町のスランプ褶曲
海外町のスランプ褶曲は神奈川県の天然記

念物に指定されています．このポイントでは
地層が折れ曲がった褶曲構造が観察できます．
褶曲は地層が全体として折れ曲がる褶曲（第
2図a）と，地層の一部の層だけが折れ曲が
るスランプ褶曲（第2図b）に分けられます．
写真の左下で折れ曲がった地層とその上下

の地層の様子を観察し，この褶曲がスランプ
褶曲であるかどうか判断してみましょう．こ
の露頭では褶曲の上下の地層は平⾏な関係を
示すのでこの褶曲はスランプ褶曲であると考
えられます．
スランプ褶曲は海底に堆積した砂や泥など

の未固結堆積物が，地震などによって海底地
すべりを起こすことで形成されると考えられ
ています．海底地すべりの影響を受けた地層
だけが褶曲することから，「層内褶曲」とも
呼ばれています．

第1図. スランプ褶曲の露頭

第2図. 褶曲の分類．(a)一般的な褶曲は
地層全体が折れ曲がっていますが，(b)ス
ランプ褶曲は平⾏に堆積した地層に挟ま
れたある層だけが折れ曲がっています．県天然記念物，⽇本の地質構造百選



5-3.	
  浜諸磯のデュープレックス構造	
  

	
  	
  	
  デュープレックス構造は，衝上断層（逆
断層）の運動が何度も繰り返されて，地層
が屋根⽡瓦のように重なって形成されます．	
  
 　⽇日本列島の太平洋側では陸のプレートの
下に海のプレートが沈み込んでいます．そ
の時に海のプレート表⾯面の⼀一部がはぎ取ら
れて陸のプレートの底にくっつきます。こ
れを付加体といいます。付加体にはしばし
ばデュープレックス構造ができます．	
  

 　浜諸磯のデュープレックス構造は，スラ
ンプ礫岩からなる乱堆積構造の⼀一部を構成
していることから，海底地すべりの時に形
成した可能性も考えられます．	
  

⽇日本の地質構造百選	
  



5-4,	
  5-5.	
  浜諸磯のスランプ礫	
  
 　浜諸磯の海岸には，三浦層群三崎層のス
コリア質砂岩と泥岩の互層が分布していま
す．浜諸磯の南岸には広くスランプ礫が⾒見見
られます．スランプ礫の正体は三崎層の泥
岩であり，基質（ここでは礫以外の⼤大部
分）は三崎層のスコリア質砂岩です．対照
的に，泥岩には稀にスコリア質砂岩が⼤大型
のスランプ礫として含まれていますが，⼩小
型のものはほぼ皆無です．スランプ礫の⼤大
きさは数cm~2mで，無数に存在していま
す．引き延ばされたり，曲がったスランプ
礫はあまり多くありません．	
  
 　⾕谷を埋めていた未固結のスコリア質砂岩
の上に海底地すべりによって泥岩の岩塊が
次々と落下し，形成されたと考えられます．	
  

⽇日本の地質構造百選	
  



5-6.	
  浜諸磯の共役断層	
  

 　浜諸磯の⻄西岸には多くの⼩小断層が確
認できます．この地点では，明瞭な共
役断層が⾒見見られます．	
  
 　共役断層とは，異なる⼆二⽅方向の断層
が共存し，互いに切った切られたの関
係が認められつつも，断層⾯面の性質か
ら同じ応⼒力力場（地殻に⼒力力が働いた⽅方
向）のもとでほぼ同時期にできたもの
と考えられる断層の組み合わせのこと
です．	
  
 　同じ地層を追ってみると，断層によ
りずれ動いた⽅方向（センス）は，すべ
てが逆断層を⽰示していることがわかり
ます．従って，この露頭では⽔水平⽅方向
に左右から圧縮されて，断層ができた
ことがわかります．	
  



5-7.	
  諸磯の隆起海岸	
  
 　この露頭をよく⾒見見ると，無数
の⽳穴がみられます．これらはイ
シマテガイなどの⼆二枚⾙貝が波打
ち際の地層に開けた⽳穴（穿孔
跡）です．したがって，これら
の穿孔跡が現在波打ち際のかな
り上にあることから，隆起した
証拠となります． 　	
  

 　さらによく⾒見見ると，穿孔跡が
0.5~1.0	
  m間隔で⽔水平に4列並
んでいます．このことから，
徐々に隆起していったのではな
く，4回の⼤大地震に伴って段階
的に隆起したと考えられていま
す． 　	
  

諸磯の隆起海岸は，地震の発⽣生を事前に予測
した地震学者の今村明恒による⼤大正関東地震
の研究の⾜足掛かりとなったことから，国の天
然記念物に指定されました。	
  

国天然記念物	
  



 　城ヶ島は神奈川県三浦半島の最南端に位置し，東⻄西約1.8km，南北約0.6kmにわたる
島です．城ヶ島と三浦半島とは城ヶ島⼤大橋で接続されています．古くは北原⽩白秋ゆかり
の地として広く親しまれ，約1000-400万年前の海底に堆積した⽕火砕質砂岩泥岩互層主体
の三浦層群と，関東ローム層が⾒見見学できます．地層を⾒見見学する上で⼤大変⾒見見どころも多く，
安全であるため，多くの⼤大学や⾼高校の巡検地域としても有名です．	
  

6.	
  城ヶ島エリア	
  
⼩小川⼤大輝（探査⼯工学研究室）	
  



ジオサイト 6-1	


ジオサイト 6-2	


ジオサイト 6-3	


ジオサイト 6-4	


ジオサイト 6-5	


ジオサイト 6-6	


ジオサイト 6-7	


ジオサイト 6-7	


ジオサイト 6-8	


城ヶ島エリアのジオサイトマップ�

国⼟土地理院発⾏行行1/25,000	
  地形図「三浦三崎」より	
  



6-1.	
  灘ヶ崎	
  
 　この平らに削られた露頭は隆起した海⾷食台で，
城ヶ島の海岸に広く⾒見見られます．露出する地層
は三崎層と呼ばれ，約1200万年前~440万年前
に⽔水深約2000~3000mの陸から遠い海底で堆
積しました．ここの地層は，⻄西北⻄西⽅方向に延び，
洗濯板のように凹凸のある地層が⾒見見られます．
中でも出っ張っている部分はスコリア質砂岩や
凝灰岩で構成されています．このような凹凸は，
地層の硬さの違いによって差別侵⾷食を受けた結
果できたものです．	
  
 　⿊黒っぽい地層を詳しく観察すると，層の内部
で粒が⼤大きい部分から⼩小さい部分へと漸移的に
変化するものがあります．これは海底で攪乱さ
れた砂や泥が堆積する際に，⼤大きい粒⼦子の沈降
速度が速いため，先に堆積することによりでき
る級化層理という堆積構造です．写真をもとに，
地層の上下を判定してみましょう．	
  
 　灘ヶ崎では，断層も数多く発達しています．	
  

三崎層の泥岩砂岩互層	




6-2.	
  観光橋のスランプ褶曲	
  

スランプ構造	


 　このジオサイトの地層の⼀一部に，特異な湾
曲を⽰示す地層を含む部分が連続して続いてい
ます．海底の斜⾯面で⼤大きな地震が発⽣生したり，
洪⽔水が起きて⼟土砂が流れ込むと，⼀一度堆積し
たものが不安定になり地滑りが起きます．海
底でこれらがある程度固まった状態ですべる
と，層の状態を保ちながら曲がって⼤大きく変
形することがあります．こうして曲がった地
層の上部と下部の地層は乱されていないこと
から，地層全体が圧縮されてできた通常の褶
曲とは異なり，スランプ褶曲と呼ばれていま
す．つまり，スランプ褶曲は地層の堆積とほ
ぼ同時に作られたものです．	
  
 　観光橋のジオサイトには，そのほかに逆断
層とスランプ褶曲が伴った構造や，断層によ
る地層の繰り返し，地盤の隆起を証拠づける
やっこかんざしの群集の存在などが知られて
います．	
  



6-３．京急ホテル南側の⽕火⼭山灰層	
  

オドリタフの⽕火炎構造と逆断層	
  

 　このジオサイトまで南下すると，地層の傾斜
の変化に気づかされます．平らな⽔水平に近い地
層が観察できます．このジオサイトでは近くに
⽕火⼭山活動が盛んであったことを裏付ける地層が
あります．露頭で⽬目⽴立立つ⽩白⾊色の炎のような形を
した層は⽕火⼭山灰が固まった凝灰岩層で，オドリ
タフと呼ばれています．このような模様を⽕火炎
構造と呼びます．下の⽩白い凝灰岩層が堆積した
後に，上に積もったスコリア質砂岩の加重によ
り，下の地層が巻き上げられてできたもので，
逆に上の地層は垂れ下がっており，それを加重
痕と呼びます．	
  
 　写真の露頭では，地層を切る逆断層が存在し
ます．⽔水平⽅方向に圧縮応⼒力力が加わったために地
層がずれました．	
  
 　このオドリタフの下には，ピンク⾊色を⽰示すや
や厚い凝灰岩層が挟まれています．その中に，
葉理（ラミナ）が乱されたコンボリュートラミ
ナや⽣生痕化⽯石，部分的にクロスラミナが存在し
ますので，探してみましょう．	
  

三崎層に挟まれた⽕火⼭山灰層（ピンク⾊色）	
  



6-4.	
  城ケ島南⻄西部の褶曲構造	
  

城ケ島の向斜構造	
  

 　城ヶ島灯台から海岸側の⽅方向へ進むと，
⼤大規模な褶曲構造が⾒見見えます．断⾯面では，
緩やかに上に向かって開いた向斜構造を
なしていますが，ほぼ⽔水平な海⾷食台上でも
地層が曲がって⾒見見えるのは，褶曲の軸が
⽔水平⽅方向より南東⽅方向に傾いているから
です（下図参照）．	
  

軸が⽔水平な向斜	
  

軸が傾いた（沈下した）向斜	
  



6-5.	
  城ケ島南部の断層と海⾷食洞,	
  Soタフ	
  
 　城ヶ島灯台から海岸を東へ進むと，左⼿手に海
⾷食洞がみえます．この海⾷食洞の左⼿手奥に⽬目を向
けると，左右で岩相が少し異なることがわかり
ます．左側（⻄西側）はスコリアの多い地層，右
側（東側）は褐⾊色の凝灰質砂岩です．両者の境
界は⻄西に傾斜したシャープな⾯面で，断層です．
この断層に沿って岩⽯石が砕かれたため，⾕谷地形
となり，海⾷食洞がつくられました．また，断層
のそばに寄ると，断層によってこすられた跡
（断層条線）や細かく砕かれた断層ガウジ（粘
⼟土）も確認できます．	
  
 　海⾷食洞の上には，厚さ4mほどのごま塩に似た
凝灰岩層が挟まれています．この凝灰岩はSoタ
フと呼ばれており，三崎層-初声層の境界付近に
存在します．荒崎や毘沙⾨門でも露出しています．
⽕火⼭山灰は広範囲に広がり，⻑⾧長い地質時代の中で
は瞬時に堆積して凝灰岩となりました．従って，
地層の年代（同じ時間⾯面）を知る上で⾮非常に有
効な層（鍵層）です．	
  

海⾷食洞	
  断層	
  

So	
  



6-6a.	
  ⾺馬の背洞⾨門	
  
 　6-5から東に進むと「⾺馬の背洞⾨門」がみえま
す．この洞⾨門は⻑⾧長い年⽉月をかけて，波浪、⾵風
⾬雨等に侵⾷食されてできた海⾷食洞です．1923年
に発⽣生した⼤大正関東地震までは満潮時に⼩小⾈舟
でこの洞⾨門を通り抜けられましたが，地震の
時にこの付近の地層が約1.5m隆起したため，
⼲干上がってしまいました．6-5の海⾷食洞も同様
です．	
  
 　この洞⾨門を構成する地層は初声層とよばれ，
⻩黄褐⾊色の凝灰質砂岩の中に，しばしば斜交葉
理や，スランプ礫（偽礫）がみられます．三
崎層と初声層の境界は，6-5と6-6の間に存在
すると考えられており，その付近の三崎層中
には⽕火⼭山⾖豆⽯石も⾒見見つかっています．	
  

⾺馬の背洞⾨門	
  

斜交葉理	
  



6-6b.	
  洞⾨門上の関東ローム層と不整合	
  

 　⾺馬ノ背の洞⾨門の階段を上り⽯石垣の近
くにいくと，柔らかい関東ローム層が
⾒見見えます．その中でも特に際⽴立立ってオ
レンジ⾊色の層があり，東京軽⽯石層と呼
ばれています．これは、約5万年前に箱
根⽕火⼭山が噴⽕火したことにより噴出され
た⽕火⼭山灰から成り⽴立立っています．	
  

 　関東ローム層は，城ヶ島公園から東
側海岸に降りる歩道沿いにもよく⾒見見学
できる場所があります．	
  

洞⾨門（階段側）の地層	
  
上部：⾚赤褐⾊色：関東ローム層	
  
下部：⻩黄褐⾊色~灰⾊色：初声層	
  

関東ローム層：関東⻄西部や北部の
⽕火⼭山周辺に堆積した⽕火⼭山灰が⾵風に
よって巻上げられて堆積したもの．
数⼗十万年前以降，現在も堆積し続
けています．	
  



6-7.	
  海鵜展望台から望む不整合境界	
  
 　洞⾨門の階段を上り，城ヶ島公園への
歩道沿いに，海鵜展望台があります．
この展望台の対岸は断崖となっており，
例年10⽉月末頃から海鵜が北国から渡っ
てきて冬を越します．このため，神奈
川県が天然記念物として指定しており，
展望台からの景観は「城ヶ島の落雁」
として三浦半島⼋八景に選定されていま
す．	
  
 　この対岸の露頭を望遠すると，初声
層と関東ローム層の境界をなす不整合
がよくわかります．双眼鏡があると，
海鵜の巣とともに，初声層が傾斜した
傾斜不整合の様⼦子もよく観察すること
ができます．	
  
 　初声層の露頭にみられる⽩白いものは，
海鵜の糞です．	
  

不整合境界が望遠できる海鵜の崖	
  



6-8.	
  安房崎の三崎層ー初声層境界と地層の逆転	
  
 　城ヶ島公園の東端から⽯石段を下りると，
左側に写真のような地層が⾒見見学できます．	
  
写真左⼿手は三崎層の砂岩泥岩互層，右⼿手は
初声層の凝灰質砂岩です．よく観察すると，
三崎層が初声層に斜めに削られており，そ
の境界部には多量のスランプ礫（偽礫）が
含まれていることがわかります．このこと
から，三崎層が堆積した後に海底地すべり
を起こしながら上の初声層が堆積し，不整
合のような境界をつくったと解釈されてい
ます．また，スランプ礫には，⼀一部に⽕火⼭山
⾖豆⽯石が含まれ，⾺馬の背洞⾨門そばの⽕火⼭山⾖豆⽯石
と同じ噴⽕火活動によってできた可能性が考
えられます．	
  
 　海岸を少し北上すると，三崎層の地層の
逆転が認められ，北傾斜南上位であること
がわかります．⼀一⽅方，三浦半島南端の三崎
層は，北傾斜北上位であることが知られて
おり，海峡を挟んで⼤大規模な褶曲構造が想
定されます．この褶曲は剣崎背斜と呼ばれ，
剣崎まで続いています．	
  



6-9.	
  ⻲亀の⼦子島の⽯石灰質岩	
  

 　⽩白秋碑前バス停から新潟造船所の南側の
路地を抜けると，⻲亀の⼦子島の崖が⾒見見えます。
この崖ではキャベツの葉を輪切りにしたよ
うな，コンボリュート（うずまき）葉理構
造と呼ばれる地層の模様が⾒見見られます．	
  
 　⽔水で充填されていた地層で地震や海底地
すべり等の震動で液状化を起こすと同時に
複雑な模様ができたものです．⽔水が上に抜
ける時に尖った⽅方向が地層の上位となりま
すので，地層の上下がひっくり帰って逆転
したものと判断できます．	
  
 　この崖を詳しく観察すると，砂粒のほか
に⾙貝やごかいのかけらや珊瑚が密集してい
ることがわかります．三崎層が堆積してい
る時に，このような⽣生物の殻の破⽚片等が海
底で吹きだまりのように密集したものと考
えられます．	
  

地層の逆転を⽰示すコンボリュート葉理	
  



県⽴立立城ヶ島公園	
  
県⽴立立城ヶ島公園は城ヶ島全エリアの東部
の⼤大半を占めます．⼊入⼝口にクロマツの
⽊木々がそびえ⽴立立ち，そこを抜けると草原
⾵風景が広がります．この景観は太平洋か
ら吹き付ける強⾵風と降り注ぐ⽇日差しがつ
くりだしたもので，ほとんどの植物は⾼高
くなれず，クロマツも⾵風をさけるように
島の内側に傾いて枝を伸ばしています．	
  

ハチジョウススキ	
  

イソギク	
  

城ヶ島公園⼊入⼝口	
  

クロマツの並⽊木通り	
  



7.	
  毘沙⾨門-剣崎エリア	
  
細野	
  貴裕・坂野慎⼀一（古環境科学研究室）	
  

 　毘沙⾨門天はその昔，海中からこの⽩白浜海岸に出現したと⾔言い伝えられています．このエ
リアでは智慧と武勇を備えた毘沙⾨門天が作り出したと思わず錯覚してしまうような⾯面⽩白い地
層や，とてつもない⼒力力をうけて変形している地質構造が⾒見見られます．まるで神業のように形
成されたジオサイトを⾒見見ると，地球のすごさを痛感することでしょう．	
  



毘沙⾨門-剣崎エリアの
ジオサイトマップ	
  

ジオサイト 7-2	

ジオサイト 7-1	


ジオサイト 7-2	


ジオサイト 7-3	


ジオサイト 7-4	


ジオサイト 7-5	


ジオサイト 7-6	


ジオサイト 7-7	


国⼟土地理院発⾏行行1/25,000	
  地形図「三浦三崎」より	
  



7-１．毘沙⾨門湾岸のコンボリュートラミナ	
  

コンボリュートラミナのでき方	


 　毘沙⾨門湾は毘沙⾨門天に由来します．毘沙⾨門	
  
天は⾏行行基の作と伝えられ，古来より正⽉月三⽇日	
  
⾣酉の刻（午後6時）には必ずありがたい神⽰示が	
  
あると信じられ，知恵と武勇の守り神として	
  
あがめられています．	
  
 　露頭に⽬目を落とすと⿊黒⾊色の凝灰岩層にラミ	
  
ナ（葉理）の１つであるコンボリュートラミ	
  
ナが観察できます．コンボリュートラミナと	
  
は，ある１枚の地層中にみられる波状または	
  
波状に強く歪んだラミナのことを⾔言います．	
  
コンボリュートラミナは，未固結堆積物から	
  
の急激な脱⽔水に伴って形成されます．地震等	
  
により未固結な地層で脱⽔水現象が起きると，	
  
脱⽔水は上⽅方へと向かい，未固結な地層を構成	
  
している粒⼦子が引きずられて上⽅方に伸びるよ	
  
うに乱されます．⼤大変特異なこの露頭と毘沙	
  
⾨門天を絡めて観察すると⾯面⽩白いでしょう．	
  



7-２．毘沙⾨門洞窟の隆起	
  
 　	
  ここ毘沙⾨門洞窟は弥⽣生時代から⼈人々の暮
らしに密接に関わってきました．その歴史を
洞窟形成時から説明していきましょう．	
  
	
  	
  	
  岩⽯石の露出する海岸では，主に波の侵⾷食
作⽤用によって崖（海⾷食崖）が形成されます．
その低部の海⾯面付近には波の侵⾷食作⽤用によっ
てくぼみができます．さらに断層，節理，不
整合⾯面などがあると岩⽯石が局部的に脆くなり
ます．波の⽔水圧による打撃，波に運ばれる砂
礫による削磨作⽤用などで，脆くなった箇所が
侵⾷食されると，周囲とに⽐比べて奥⾏行行きの深い
洞窟（海⾷食洞）が形成されます．	
  	
  
 　	
  このように海⾷食洞は海⾯面付近で形成され
ます．しかし，毘沙⾨門洞窟は満潮時において
も，海⽔水に浸ることはありません．そのため，
隆起したことが考えられます．	
  
 　	
  毘沙⾨門洞窟は弥⽣生時代から住居，墳墓と
使われていたため，その頃から⼟土地が隆起し
ていたことがわかります．	
  

弥⽣生時代から平安時代まで，住居，墳墓	
  
として利⽤用されていました．その証拠に洞	
  
窟内からは弥⽣生時代のもと思われる鉄，⻘青	
  
銅，⿅鹿鹿⾓角製の釣り針，⿅鹿鹿⾓角製の碇などの漁	
  
業道具が出⼟土しています．当時の⼈人たちが	
  
これらの漁業道具を⽤用いて取った⾙貝や⿂魚，	
  
獣類の⾻骨も⼤大量に出⼟土しています．	
  神奈川県指定史跡	
  



7-３．毘沙⾨門に⾒見見られる剣崎背斜	
  
 　	
  ここでは約1200~400万年前に堆積した
主に泥岩，スコリア質凝灰岩の互層から成る
三崎層の背斜を⾒見見ることができます．	
  
	
  	
  	
  背斜とは地層全体が⼭山状に折り曲がり，上
に凸になっている地質構造のことを⾔言います．
この背斜は植物に覆われているため，地層の
傾斜が⼀一⾒見見わかりませんが，近づくと⾚赤線の
ようになっているのがわかります．確かめて
みましょう．	
  
	
  	
  	
  形成要因は，下の図のように地層が⽔水平⽅方
向の圧縮を受け，たわんだ結果と考えられて
います．背斜の中⼼心部分は地層が折り曲げら
れてしまっているため侵⾷食されやすく，なく
なってしまっています．	
   確かめよう!	
  

 　この背斜は剣崎背斜と呼ばれ，毘沙⾨門のさ
らに東の剣崎まで続いています．写真のよう
な地質構造が剣崎まで⾒見見られることを確かめ
てみましょう．背斜の中⼼心部分が侵⾷食されて，
なくなってしまっていることがわかります．	
  

褶曲のでき⽅方	
  

向斜	
  
背斜	
  



７-5a.	
  逆断層	
  

傾斜すべり断層の２タイプ（σ１が最大圧縮応力）	


 　断層とは，プレートテクトニクス
（プレート運動）によって地層に圧縮
⼒力力がかかり，割れた⾯面に沿って動いた
もののことをいいます．	
  
 　この露頭では，逆断層が連続的にい
くつも連なっている地層が観察できま
す．ここの地層は，⽩白⾊色の凝灰質泥岩
と⿊黒⾊色のスコリア質砂岩の互層（２つ
の地層が交互に重なり合うこと）なの
で，⿊黒⾊色の層に注⽬目すると観察しやす
いですね．	
  

断層の種類	
  
 　断層は，さまざまな⽅方法で分類すること
ができますが，運動の⽅方向による分類が最
も簡単でよく利⽤用されます．	
  
 　右の図のように，上盤が下盤に対して相
対的にずり落ちるような運動をした断層を
正断層，上盤が下盤に対して乗りあがるよ
うな運動をした断層を逆断層といいます．	
  



7-5b.	
  キンクバンド	
  

キンクバンドの模式図と名称	
  
狩野・村⽥田（1998）	
  

 　「構造地質学」朝倉書店より	
  

 　この露頭の上の⽅方を⾒見見ると，地層が折
れ曲がったような形状をしたキンクバン
ドという褶曲構造が観察できます．キン
クバンドは通常の波状の褶曲とはその形
状が⼤大きく異なり，ある幅をもった「逆
断層」と⾒見見なすこともできます．	
  

⾚赤点線で挟まれた部分がキンクバンド	
  



7-5c.	
  ⽕火⼭山⾖豆⽯石	
  

 　地層に含まれる，直径数㎜~１㎝
程度の真ん丸の⽯石をみつけることが
できましたか？これは⽕火⼭山⾖豆⽯石と
いって，⽕火⼭山が噴⽕火したときに噴出
した⽕火⼭山灰に⽔水滴が付着し，球状に
なったものです．⽕火⼭山の噴⽕火で噴出
した⽔水蒸気が核となる粒⼦子（⽕火⼭山
灰）に付着し，その⽔水分が接着剤替
わりとなって周囲の塵（細かな⽕火⼭山
灰）がまとわりつき，落下の衝撃で
壊れないほど成⻑⾧長したもの（ふつう
陸上ではなく海に落下するため壊れ
ない）が⽕火⼭山⾖豆⽯石となります．した
がって，⽕火⼭山⾖豆⽯石の存在は，その時
代に近くで噴⽕火があったことの証拠
にもなります．	
  

核の⼊入っている⽕火⼭山⾖豆⽯石を探そう！！	
  
 　⽕火⼭山⾖豆⽯石はその中⼼心に核（もともとは⽕火⼭山
灰）をもっており，断⾯面をみるとしばしば⿊黒
⾊色の核とそれを中⼼心にした同⼼心円状の構造を
観察することができます．断⾯面がみれる⽕火⼭山
⾖豆⽯石を探して，核を⾒見見つけてみよう！！	
  



7-６.	
  海底地すべり	
  

海底地すべりのモデル	
  

 　この露頭（地層が出ているところ）
では，不⾃自然に折れ曲がっている地層
が観察できます．これは海底地すべり
によって⽣生じたものです．堆積した地
層が未固結の状態で地震などにより海
底地すべりが⽣生じ，地層が崩れたこと
で形成されたものです．かつては海底
で堆積した地層が，⻑⾧長い年⽉月をかけて
隆起を繰り返し，地上に現れました．	
  



7-7.	
  ハート形の⽯石を探そう！	
  

 　この海岸のどこかにハート形をし
た⽯石があります．この⽯石は，⽯石灰質
コンクリーションといい，⾙貝の殻や
珊瑚などが堆積する際に，固結した
ものだと考えられています．周囲の
地層に⽐比べて硬いので⾵風化の影響を
受けにくく，写真のように⾶飛び出し
ているように残ります．この⽯石灰質
コンクリーション内には，⾙貝殻の化
⽯石などが残ることもあります．	
  

 　このハート形の⽯石灰質コンクリー
ションを⾒見見つけた⼈人には，きっと良
いことがあるかもしれません・・・．	
  

ヒント	
  
祠の近くを探すといいかも…	
  



8.	
  南下浦断層エリア	
  
森⼭山功⼆二郎（構造地質学研究室）	
  

活断層を見に行きませんか？ 
世論の防災意識が⾮非常に⾼高まってい
る昨今，活断層についても，報道な
どを通して⽿耳にしない⽇日はほとんど
ありません．この機会に，我々の⽣生
活と密接に関係している活断層を，
間近で観察してみませんか．当ジオ
サイトでは，三浦半島を横切る南下
浦断層の露頭を観察できます．また，
南下浦中学校の資料室で，周辺地域
の地質について⾒見見識を深めることも
できます．	
  南下浦中学校裏	




南下浦断層エリアの	
  
ジオサイトマップ	
  

ジオサイト 8-1	


ジオサイト 8-2	


国⼟土地理院発⾏行行1/25,000	
  地形図「浦賀・三浦三崎」より	
  



8-1.	
  南下浦中学校	
  
 　三浦半島には，半島を横切る５つの活
断層が存在します．その⼀一つが，南下浦
断層です．延⻑⾧長約3.7km，東北東ー⻄西南
⻄西⾛走向，⾼高⾓角度南傾斜の姿勢をとり，逆
断層成分を伴う右横ずれ断層です．断層
のずれの平均速度は，横ずれ成分が
0.8m/1000年，垂直成分が0.03-0.3m 　
/1000年であることが分かっています．	
  
 　南下浦中学校給⾷食センター裏では，南
下浦断層の露頭を観察することができま
す．南側の初声層と北側の宮⽥田層の間を
注意深く観察してみましょう．断層運動
により形成された破砕帯が認められます．	
  
 　この他にも，中学校敷地内には，第四
系と初声層の不整合などの貴重な露頭を
観察することができます．	
  

南下浦中学校給食センター裏の露頭	
  
（破線は断層面．左：初声層．右：宮田層）	
  

見学の際は，事前に南下浦中学校に連絡し，

許可を得ましょう．	
  



8-1.	
  南下浦中学校	
  	
  資料室	
  
三浦市⽴立立南下浦中学校の２階には，南
下浦断層の露頭の剥ぎ取り標本やコア
サンプルなど，当エリアの地質にまつ
わる貴重な資料が展⽰示されています．	
  

露頭剥ぎ取り標本（右奥）	
  

コアサンプル	
  

左の写真は，断層を貫くように掘られ
たボーリングコアの試料です．初声層
（緑⾊色）と宮⽥田層（⻩黄⾊色）の境界付近
がもろく崩れており，断層の存在を確
認することができます．	
  



8-２.	
  林道沿いの断層露頭	
  
中学校から約100m東に位置する林道で
も，南下浦断層を観察することができ
ます．地図上で，この位置を確認して
みましょう．断層⾯面の⽅方向に，先ほど
の給⾷食センター裏の断層が位置するこ
とが分かるでしょう．	
  

林道沿いの断層露頭	
  
（破線：断層⾯面，左：初声層，右：宮⽥田層）	
  

現在はコンクリートで覆われており，観察で
きませんが，かつて国道沿いにも左の写真の
ような⾒見見事な断層露頭がありました．	
  

国道沿いの断層露頭	
  
（破線：断層⾯面，左：初声層，右：宮⽥田層）	
  



9.	
  北武断層エリア�
鶴⽥田 　卓（古環境科学研究室） 　�

 　活発で規模が⼤大きい活断層は，その活動の痕跡を地形に残していることがあります．活断層
とは，地質学的に最近の時代（10数万年前以降）まで活動しており，将来も活動する（地震を
起こす）可能性がある断層のことです．活断層の活動は地震を伴うため，地形から活断層の活
動を読み取ることは地震活動の歴史を読み取ることになります．久⾥里里浜には北武断層と呼ばれ
る活断層が⾛走っており，その活動が⼭山や川の地形などに残されているため，地震活動の歴史を
地形から読み取ることのできる貴重なジオサイトです．	
  



北武断層エリアのジオサイトマップ 　	
  

ジオサイト 9-1	


ジオサイト 9-2	


ジオサイト 9-3	


ジオサイト 9-4	

YRP野比駅	


国⼟土地理院発⾏行行1/25,000	
  地形図「浦賀」より	
  



9-1.	
  最宝寺から眺める断層地形	
  
京急YRP野⽐比駅の北700m地点に存在する
最宝寺の⾼高台からは⾒見見晴らしが良く，北武
断層がつくる断層崖を眺めることができま
す．断層崖の延⻑⾧長⽅方向から，北武断層が
⾛走っている位置を推定することができます．
さらにここでは，断層鞍部を望遠すること
もできます．	
  

最宝寺から眺められる断層鞍部．	
  

久⾥里里浜周辺の地質図．EPACS⾃自然史博物館「地質図」より．	
  

横ずれ断層は断層⾯面の向こう側が右に動いた場合を右横	
  
ずれ断層，左に動いた場合を左横ずれ断層といいます	
  ．	
  

右横ずれ断層	
 左横ずれ断層	


断層鞍部 

北武断層 



断層鞍部	
  

 　ここでは活断層の痕跡を，⼭山の地形から
観察することができます．公園から⾒見見える
⼭山の形に注意してみると，くぼみがありま
す．このくぼみは，北武断層の活動によっ
て⼭山の岩⽯石が脆くなり，差別侵⾷食されるこ
とで形成されたものです．これを断層鞍部
と⾔言います．	
  
 　また，野⽐比4丁⽬目地区では，北武断層か
ら25	
  m以内の範囲での新たな住宅開発が
禁⽌止されています．そのため，この場所が
公園として活⽤用されています．活断層に対
する法制度が整っていない⽇日本では，⾮非常
に先駆的な試みであると⾔言えます．	
  
 　この公園の東側は，⾕谷の出⼝口が広い草原
になっています	
  (タイトルの背景写真)． 　
この⾕谷の東側の尾根（図の⻘青い破線）が断
層によって右にずらされたために，断層南
側の尾根の延⻑⾧長部が⾕谷を塞いでできた地形
で，閉塞丘と呼ばれています（地形図の⾚赤
丸）．	
  

野⽐比東ノ⼊入公園から眺める断層鞍部．	
  

9-2.	
  北武断層の痕跡：⼭山の地形から	
  

 　野⽐比東ノ⼊入公園	
  

断層鞍部	
  



 　ここでは活断層の痕跡を，川の地形か
ら観察してみましょう．地形図を⾒見見てみ
ると，どの河川も系統的に右にずれてい
ることがわかります．河川が屈曲する原
因は様々ですが，このように⼀一つの直線
上で複数の河川が同じ⽅方向に屈曲してい
る場合には，活断層の活動が原因である
可能性が⾮非常に⾼高いです．川の横ずれ	
  
の量は川によってそれぞれ異なり，
50m程度から最⼤大400m程にも達してい
ます．このように横ずれ量が川によって
異なるのはなぜでしょうか．それは川の
形成した時期の違いにより，断層活動を
受けた回数が違う（ずれの累積量が異な
る）ためと考えられます．	
  

9-3.	
  北武断層の痕跡：川の地形から	
  

久⾥里里浜周辺の地形図．⾚赤い破線は折れ曲がっている	
  
川の流路，⿊黒い破線は北武断層．	
  

⼈人⼯工的に改変されているが，	
  
川の折れ曲がりが⾒見見られる地点	
  



9-4.	
  野⽐比海岸で⾒見見られる地層の堆積構造	
  
 　野⽐比海岸では残念ながら北武断層の露頭は隠
れていますが，海岸東端には今から約800-	
  400
万年前の泥や砂が海底で積もってできた地層が
⾒見見られます．この地層には級化構造が良く発達
しており，地層の上下判定がすぐにできます．
また，砂岩層には波状の模様が⾒見見られます．こ
れはリップルマークと⾔言い，空気や⽔水の流れに
よって形成されます．そのため，リップルマー
クを観察すると流れの⽅方向を推定することがで
きます．	
  
 　砂岩泥岩互層の中で，地層の⼀一部が不規則に
曲がるスランプ褶曲が⾒見見られます．スランプ褶
曲は海底に堆積してから固結する前に，地震な
どをきっかけに海底の斜⾯面をすべり落ちること
で形成されます．そのため，地層全体に⼒力力が加
わって形成される⼀一般的な褶曲に対し，スラン
プ褶曲ではすべり落ちた地層の部分だけに褶曲
構造が形成されています．	
  

スランプ褶曲	
  

砂岩に⾒見見られる堆積構造	
  



10.	
  観⾳音崎エリア�
中⼭山 　歩（堆積学研究室）	
  

観⾳音崎は，昔は東京湾を守る要塞地帯でした．現在は⾃自然豊かな県⽴立立・観⾳音崎公園になっ
ており，要塞地帯当時の名残が残っています．また，地層の露頭も⾮非常に綺麗に多数残っ
ているので，観察に適しています．ここは，歴史や⾃自然について学べるジオサイトです．	
  



観⾳音崎エリアのジオサイトマップ	
  

ジオサイト 10-1	


ジオサイト 10-2	


ジオサイト 10-3	


ジオサイト 10-4	


国⼟土地理院発⾏行行1/25,000	
  地形図「横須賀・浦賀」より	
  



10-1	
   　観⾳音崎公園海岸沿いの⼤大規模露頭	
  
 　観⾳音崎公園内の海岸沿いには，左の写真の
ように波打った地層の露頭がみられます．こ
の地層は池⼦子層と呼ばれており，⽩白っぽい砂
岩と⿊黒っぽい凝灰岩の2つの層が交互に堆積し
ています．この地層は緩やかに北に傾斜してお
り，⽐比較的軟らかい砂岩の部分が差別的に削
られたためにケスタのような波打った地形に
なりました．	
  
 　層をつくる粒をみてみると，層の中で下か
ら上へかけて徐々に粒が⼩小さくなっている級
化層理が観察できます．	
  
 　下の写真はポットホール（甌⽳穴）と呼ばれ
る⾃自然にできた⽳穴です．この⽳穴は，露岩のく
ぼみに取り込まれた礫が⽔水の流れによって回
転し，⻑⾧長い年⽉月をかけて露岩を下に向かって
削ってできたものです．それにしても，ポット
ホールが配列しているのはなぜでしょう？	
  

⾜足場が悪いので，⼗十分に気を付けて
観察してみましょう．	
  

海岸沿いの⼤大規模露頭	
  

ポットホール（甌⽳穴）	
  



10-2 　灯台下の海⾷食洞	
  

 　観⾳音崎の海岸沿いの遊歩道に，⼤大きな
洞窟がみられます．これは海⾷食洞といい，
波浪による侵⾷食で形成された⽳穴です．写
真上の線のように，崖の割れ⽬目や断層な
どの⽐比較的もろい部分が波浪によって差
別的に削られることによって，このよう
な洞窟できました．	
  
 　海⾷食洞の存在は，⼤大昔に海岸線がこの
海⾷食洞の⾼高さまであったことを⽰示してい
ますが，現在は洞窟がこのように地表で
表われています．その理由としては，地
盤の隆起が考えられます．	
  

岩⽯石が崩れやすくて⼤大変危険ですので，
柵内には⽴立立ち⼊入らないように．	
  



10-3 　灯台裏の地層の切り通し	
  
 　観⾳音崎公園の灯台の裏には，写真のよう
な地層を削った幅1mほどの切り通しがあ
ります．ここでは⾮非常にきれいに地層が
残っていて，地層が積み重なっている様⼦子
を⽴立立体的に観察することができます．砂が
固まってできた砂岩層や、⽕火⼭山灰が堆積し
てできた⿊黒っぽい凝灰岩層が繰り返して積
み重なっていることがわかります．この地
層の中には，ところどころに⽕火⼭山の噴出物
である岩⽯石（⽕火⼭山岩）が含まれています．	
  

地層の切り通し	
  

地層中の⽕火⼭山の噴出物	
  

 　観⾳音崎の灯台から湾の⽅方を臨む
と⼤大変眺めがよく，対岸には房総
半島を⾒見見ることができます．ぜひ
灯台に上って景⾊色を堪能してみて
ください．	
  



 　10-4	
  地層のトンネル	
  
 　現在は整備され⾃自然豊かな公園になって
いる観⾳音崎ですが，戦時中はこの地域は東
京湾を守る場所として重要な要塞地帯でした．
観⾳音崎公園の遊歩道の出⼝口に写真のような
地層をくり抜いたトンネルがありますが，
これも要塞の名残でしょうか．セメントで
固めることなく，トンネルが掘られた当時
のままの形で保存されており，地層を⽴立立体
的に観察することができます．	
  
 　トンネルを抜けた⾒見見晴らし台では，⼤大砲
の模型が置かれていて，戦時中の様⼦子がう
かがえます．	
  

地層のトンネル	
  

大砲模型	





